
第61回 軍見洞農園  代表 佐々木 輝昭さん に聞きました！  

Wha
t?

Why?

所長 山本 の

ワイズリレーインタビュー

おじいちゃんが始めた家族で営む農園、代はかわりやさしい取り組みへの挑戦も。

Q 業務内容を教えてください。

野菜の栽培と生産、出荷から流通まで、家族４
人でしています。野菜は、メインがキュウリとネ
ギと水稲です。産直の方には、ナス、ピーマン、
トマトをはじめ、リーフレタス、サニーレタス、玉
ねぎなど、さまざま作っています。年中野菜を出
荷できるようにしています。畑は70アールで、田
んぼは120アールです。（＊１アール=10 0平方
メートル）

Q 農業はいつからされたんですか？

小さい時からおじいちゃんの仕事を見ていて、面
白そうだと思い、22歳からはじめました。現在38
歳なので16年しています。先祖でいうと自分は江
戸から続く家系の12代目で、ご先祖様は兼業で
すが伐採をしたり、馬でその切り出した木を運ん
だりと山の仕事をしていました。農協に出荷をす
るなどして、農業を本格的に始めたのは、おじい
ちゃんの代からです。農園の軍見洞という名前は
地名です。昔、この場所に見張り台が建ってお
り、目の前の海道で、軍の見張りという意味で軍
見洞ということです。

Q きっかけは何ですか？

小学校から中学校の時に、おじいちゃんから野
菜を植えて、収穫して売ったものはお小遣いにす
るよ、と言われ、育てて収穫しました。それが楽
しくて、お手伝いするようになりました。

Q 他と違うセールスポイントはありますか？

産直にメインに出荷しているのですが、お惣菜
屋さんで出た野菜の皮といった残渣を、有機肥

料として畑に使用し、そこで採れた安全な野菜
を、またお惣菜屋さんに販売するというシステム
をこれから作る活動をはじめようと考えていま
す。ウクライナ侵攻で肥料の価格も上がり、環
境にもよく、費用も抑えれるので一石二鳥と考
えています。

Q 日々の楽しさは何ですか？

小学校と保育園の子供が２人いて、朝に「行って
らっしゃい」と送り出し、「お帰り」と言えるので、
今の仕事は、そういった面でも大切にしていま
す。仕事も子育てもできるし、いいなぁと感じて
います。

Q 仕事の魅力は何ですか？

小さい時から手伝っていた楽しさは今も変わりま
せん。それと、もう１つありまして、１つの野菜を
多く作るのもいいのですが、いろいろな野菜を組
み合わせて１年中野菜を採れるように計画をし
ます。ここで種を蒔くとあの時期に目が出るな、
といったように野菜それぞれの成長を踏まえて、
妻、母ちゃん、おばあちゃんと家族で計画を考え
るのがとても楽しいです。

Q 働く時間はいつですか？

夏の間は、早い時ですと５時から19時で、秋や春
先は８時から17時です。休みは、雨が降って作業
ができない時は休みます。

Q 自分なりの情報収集の仕方はありますか？

農業関係の雑誌を読んだり、金ヶ崎町にある岩
手県立農業大学校時代の同級生に聞いたり、地
元のベテランの方に相談をします。農業大学校
には、18歳から２年間通いました。主に水稲、野
菜、花、果樹、肉畜、酪農とあるのですが、野菜
の方を専攻してきました。農業経営という学科
や、視察をしに行ったりといろいろな科目があり
ます。

Q 会社としての目標は何ですか？

野菜の数量の確保と収入の安定が目標です。震
災後、土が変わってしまいました。それで、水は
けを良くするための土壌改良をしています。柔ら
かくフワフワな土作りを目指し、堆肥を使った
り、緑肥というのですが、トウモロコシのような
高い草を植えて根っこを這わせ、有機物がたくさ
ん入ることで土が柔らかくなります。それが、目
標につながっていくことと思います。

Q 自分の目標は何ですか？

パプリカや黄色のズッキーニといった同じ野菜で
も色違いがあるというように、おかずで使用する
彩りの野菜を増やして行きたいです。

Q 仕事をする上で大切にしていることは何ですか？

5S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）を大切に
しています。震災で農業ができなかった時に、２
年務めた会社で徹底していました。それを農園
でも受け継いでいます。人が食べるものを生産し
ているので、野菜を選別するテーブルには余計
なものは置かないこと、出荷用の箱は綺麗にして
おくことなど、大切に心がけています。

Q 好きなタイプの芸能人を教えてください。

「あまちゃん」や、「限界集落」にも出演されてい
た松岡茉優さんです。目元がぱっちりしていて、
雰囲気もいいです。

家族を大切にする
佐々木さん。あたた
かい人柄が、話し方
からもにじんでいま
した。
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所在地：陸前高田市
出荷先：
スーパー（マイヤ）の産直・道の駅の産直・お惣菜屋さんなど
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オドファーム  代表  菅野 聡 さんからのご紹介

軍見洞農園

1984年、陸前高田市生まれ。子どもの頃、お
じいちゃんの仕事を見て農業にふれ、育て収
穫する楽しかった気持ちが今も続いている。
おじいちゃんが本格的に始めた農業を受け継
ぎ、大切な家族といっしょに、野菜の残渣の取
り組み、彩りの野菜など、今後の軍見洞農園を
育てていく日々を過ごす。

代表
佐々木 輝昭（ささき・てるあき）

農園のFacebookでは、野菜
のことをお伝えしています。食
卓に並ぶまでの野菜の記録、
販売会の案内もしています。ぜ
ひ遊びに来てください。




